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荷　　　　　主

主要輸送品目

ダイキン工業（株）
鹿島製作所

下関三井化学（株）

／再生蛍石

活材ケミカル(株) 【評価】
ダイキン工業（株）鹿島製作所の再生蛍石（年間2,000t）につい
て、茨城県神栖市から山口県下関市までの陸送（片道約
1,119km）の一部（東京港～北九州（門司）港1,083km）を海上輸
送にシフト（年間2,000t）（海上輸送利用率100%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量483t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同149t /年に削減された
（CO2削減率69.2%）。

【事業者の取組概要】
ダイキン工業(株）は、活材ケミカル(株）の仲介で着荷主となる
下関三井化学(株）と連携を図ることでリサイクル体制を整える
とともに輸送開始時点から環境負荷を最少化するという高い目
標を掲げて最も効率的な物流スキームを追求した結果、輸送
当初より全量海上輸送（輸送率100％）を選択し、想定される陸
上輸送との比較でCO2削減率69.2％の削減率を達成した。

リサイクル輸送では異例の1,000kmを超える長距離輸送
（茨城県神栖市→山口県下関市　1,119km）となることから、関
連法規に適した21tまで積載可能な専用海上コンテナを活用
し、「大ロットでの輸送を実現して車両の運行回数を減少するこ
とで環境負荷低減」「バラ積みコンテナの利用により梱包材を
不要化し、積込み／荷下ろしの作業時間低減」「陸送区間の運
行短距離化によって、ドライバー不足が懸念される2024年問題
への対応」を実現している。

下関三井化学(株）は、フッ素系廃棄物に含まれるフッ素を有効
活用してリサイクル化し、輸入で賄っているフッ素の国内利用
に貢献しているほか、再生蛍石1輸送当たり21tの大ロット化に
よる受け入れ増に対応し、工場内の保管場所の新設拡大等へ
の投資も積極的に行っている。

活材ケミカル(株）は、原料の調達先を探していた下関三井化
学(株）の要請を受けてダイキン工業(株）と下関三井化学(株）
をマッチングさせることでフッ素系廃棄物のリサイクル利用に道
を拓き、物流についても積極的な関与により取引開始から今回
の輸送方法実現に尽力している。
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番
号

受賞者（海運モーダルシフト大賞）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

海運モーダルシフト大賞　３社

取組みのポイント
• ダイキン工業（株）（荷主）、下関三井化学（株）（荷主）及び活材ケミカル（株）（物流事業者）が連携

し、これまで廃棄していたフッ素系産業廃棄物をリサイクル化、再利用する「海運による静脈物流」
を実現

• 再資源化した再生蛍石を海上輸送するための専用大型コンテナを開発し、大ロット化による輸送
頻度の削減や作業性の向上による効率化等の「コンテナ物流」の体制を構築

• 海上輸送と想定される陸上輸送との比較で、CO2排出量の69.2％を削減するとともに、輸送距離の
大部分を海上輸送とすることにより、トラック運転手の労働時間を削減

神栖市

門司港

下関市 東京港

下関三井化学

内航コンテナ船で海上輸送
1,083km

変更前

陸上走行距離
1,119km

ダイキン工業
鹿島製作所

茨城県神栖市 山口県下関市

変更後

陸上走行距離
112km

陸上走行距離
17km

下関三井化学
ダイキン工業
鹿島製作所 東京港 門司港

山口県下関市茨城県神栖市

ダイキン工業（株） 鹿島製作所

https://www.daikin.co.jp/
下関三井化学（株）

https://www.shimonoseki-
活材ケミカル(株)

https://www.katsuzai.co.jp/
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荷　　　　　主

主要輸送品目

味の素冷凍食品（株）

／冷凍食品

Ｆ－ＬＩＮＥ(株）
常温本部
南関東支店
マルチモーダルサービスセン
ター

【評　価】
味の素冷凍食品（株）の冷凍食品（年間5,944t）について、佐賀
県佐賀市から千葉県野田市までの陸送（片道約1,204km）の一
部（新門司港～東京港1,151km）を海上輸送にシフト（年間
1,494t）（海上輸送利用率27.2%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量1,546t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同1,293t /年となり、同253ｔ
削減された（CO2削減率16.3%）。

【事業者の取組概要】
味の素冷凍食品(株）は「おいしさNo.1」「楽しさ」「健康・栄養」に
加え、「環境への配慮」で突き抜けた、唯一無二の存在になる
ことをビジョンとし、冷凍食品業界で初めて、国内全工場の大
型フリーザー（製品を急速凍結する設備）で使用している冷媒
を環境に優しい自然冷媒に転換した。物流でも製品輸送のパ
レット化によるトラック乗務員の待機時間や荷役時間を大幅短
縮するとともに、九州工場から関東の在庫拠点への製品移動
に船舶輸送を導入するなどモーダルシフトを推進し、陸路、鉄
道、海上輸送の複線化を行い安定した商品供給を図っている。

Ｆ－ＬＩＮＥでは、500㎞以上の長距離区間は輸送手段として、船
舶や鉄道を利用しており、海上輸送においては、フェリー、
RORO船を活用したトレーラーによる輸送を主たる手段とし、
個々の輸送ルートごとに最適な航路を選定。20以上に及ぶ航
路を定常的に活用し、近年の長距離トラックドライバー不足問
題への対応と、CO2排出量の削減など環境に配慮した物流に
シフトすることを推進している。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

優良事業者　受賞　４３社

味の素冷凍食品（株）

https://www.ffa.ajinomoto.com/

Ｆ－ＬＩＮＥ(株)

常温本部南関東支店

https://www.f-line.tokyo.jp/

野田市

佐賀市

新門司港

東京港
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荷　　　　　主

主要輸送品目

北海道エア・ウォーター・アグ
リ（株）

／農産物

エア・ウォーター物流（株） 【評　価】
北海道エア・ウォーター・アグリ（株）の農産物（年間7,647t）に
ついて、北海道幕別町/旭川市から関東近郊までの陸送（片道
約1,258km）の一部（苫小牧港～大洗港754km）を海上輸送に
シフト（年間4,884t）（海上輸送利用率60.4%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量2,114t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同1,257t /年に削減された
（CO2削減率40.5%）。

【事業者の取組概要】
北海道エア・ウォーター・アグリ（株）は、エア・ウォーター(株)の
グループ会社であり、「生産者と消費者を幸せに。そしておいし
い野菜を全国へ。」というスローガンのもと、青果卸事業、冷
凍・レトルト野菜の製造・販売事業、アグリサポート事業の3事
業を展開。北海道産を中心とした青果物を全国各地の食品
メーカーや量販店にお届けするうえで、トレーラー輸送を同社
グループのエア・ウォーター物流（株）に内製化し、輸送を集約
化することによりさらなるモーダルシフトを推進している。

エア・ウォーター物流（株）は、お客様との接点が多いエア・
ウォーターグループの「顔」として、もっと丁寧で、もっと確かな
仕事を心がけ、それを徹底するとともに、独自の技術やノウハ
ウを活かし、社内でも社外でも存在感のある物流事業を目指し
ており、青果物卸・冷凍食品加工販売のグループ内製化に伴う
輸送の集約に対応して、さらなるモーダルシフト推進に貢献し
ている。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

エア・ウォーター物流（株）
https://www.awlg.co.jp/

北海道エア・ウォーター・アグリ（株）

https://haw-agri.co.jp/

幕別町

大洗港

関東近郊

苫小牧港

旭川市



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

(株)イチムラ

／家具・什器

丸三興業（株） 【評　価】
(株)イチムラの家具・什器（年間7,730t）について、北海道江別
市から東京都までの陸送（片道約1,138km）の一部（苫小牧港
～大洗港754km）を海上輸送にシフト（年間5,330t）（海上輸送
利用率65.2%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量1,870t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同980t /年に削減された
（CO2削減率47.6%）。

【事業者の取組概要】
(株)イチムラは、独自の技術と経験を持つ専門家具メーカーと
して、公共施設から住宅まで商品開発と提案活動によって「空
間デザイン」を提供、特に学習施設の家具には地域材を利用
することで、その地域の林業・木材産業の活性化、森林整備の
推進に貢献するとともに、身近な環境保全や、地域の環境を考
える「生きた環境教育」のきっかけづくりに取り組んでおり、同
社が製造した家具製品の北海道から本州・関東方面への輸送
にあっては、トラック事業者の丸三興業（株）と連携し、長距離
フェリーを利用することで、モーダルシフトの推進によるCO2排
出量の削減に、継続して取り組んでいる。

丸三興業(株)は、創業以来「誰からも好かれる会社作り」を目
指し、事務機・什器をはじめとし野菜や引越貨物などを取り
扱っており、安全優良事業所（Gマーク）、グリーン経営の認定
を受けるなどするとともに、(株)イチムラの製造製品の関東方
面への輸送を、北海道・苫小牧港から茨城県・茨城港（大洗港
区）のフェリーを利用することによって担い、モーダルシフトの
推進による温室効果ガス等の排出量削減のほか、トラックドラ
イバーの労務環境改善に継続して取り組んでいる。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

(株)イチムラ
https://www.ichimura-seisakusho.co.jp/

丸三興業（株）
https://www.maru3.jp/

大洗港

東京都

江別市

苫小牧港
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荷　　　　　主

主要輸送品目

(株)明治
生産物流プロセス戦略本部
生産物流部

／栄養食

明治ロジテック(株)
道東事業所

【評　価】
（株）明治の栄養食（年間1,672t）について、群馬県前橋市から
北海道小樽市までの輸送において長距離フェリー（大洗港～
苫小牧港754km）を利用している（年間1,672t）（海上輸送利用
率100.0%）。

陸上輸送を主体とした輸送ルートでの想定CO2排出量397t /
年に対し、長距離フェリーによる海上輸送を組み入れたルート
では同145t /年となっており、252ｔ/年の削減効果を見込む。
（CO2削減率63.5%）。

【事業者の取組概要】
（株）明治は、明治グループの食品事業を担う企業として、「健
康にアイデアを」をmeijiのグループスローガンとし、脱炭素社会
に向けても２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けてCO2
削減、CFP（カーボンフットプリント）算定を推進している。脱炭
素社会に関する目標を数値にして”見える化”させるなど環境
問題に積極的に取り組んでおり、各生産拠点においても優れ
た省エネ設備の導入、高効率ボイラーへの転換を積極的に進
めている。輸送部門についてもモーダルシフトはじめ、他メー
カーとの協働配送を積極的に進め配送車両の生産性を向上さ
せることで、CO2排出・エネルギー消費の削減を進めている。

明治ロジテック（株）は、（株）明治のグループ内の物流子会社
として地球環境と共生しつつ、物流を通して明るい社会の発展
に貢献することを掲げ、チルド・フローズン・定温・常温の4温度
帯をカバーする複合物流を積極的に推進している。省エネ運
転、省エネ車両の導入、協働配送による車両台数の削減、自
然冷媒冷凍機の導入などとともに、省エネ・地球温暖化対策の
強化の一環とし、特に長距離輸送においてはフェリーを活用す
るなどモーダルシフトへの転換を推進している。

4

　

番
号
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物流事業者

(株)明治
生産物流プロセス戦略本部

生産物流部
https://www.meiji.co.jp/

明治ロジテック(株)
道東事業所

https://www.meiji-
logitech.com/

大洗港

前橋市

小樽市

苫小牧港
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荷　　　　　主

主要輸送品目

(株)明治
生産物流プロセス戦略本部
生産物流部

／乳製品

明治ロジテック(株)
八尾食品物流センター

【評　価】
（株）明治の乳製品（年間21,263t）について、福岡県八女市か
ら京都府京田辺市までの陸送（片道約710km）の一部（新門司
港～大阪南港458km）を海上輸送にシフト（年間12,584t）（海上
輸送利用率56.3%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量3,261t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同2,052t /年に削減された
（CO2削減率37.1%）。

【事業者の取組概要】
（株）明治は、明治グループの食品事業を担う企業として、「健
康にアイデアを」をmeijiのグループスローガンとし、脱炭素社会
に向けても２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けてCO2
削減、CFP（カーボンフットプリント）算定を推進している。脱炭
素社会に関する目標を数値にして”見える化”させるなど環境
問題に積極的に取り組んでおり、各生産拠点においても優れ
た省エネ設備の導入、高効率ボイラーへの転換を積極的に進
めている。輸送部門についてもモーダルシフトをはじめ、他メー
カーとの協働配送を積極的に進め配送車両の生産性を向上さ
せることで、CO2排出・エネルギー消費の削減を進めている。

明治ロジテック（株）は、（株）明治のグループ内の物流子会社
として地球環境と共生しつつ、物流を通して明るい社会の発展
に貢献することを掲げ、チルド・フローズン・定温・常温の4温度
帯をカバーする複合物流を積極的に推進している。省エネ運
転、省エネ車両の導入、協働配送による車両台数の削減、自
然冷媒冷凍機の導入などとともに、省エネ・地球温暖化対策の
強化の一環とし、特に長距離輸送においてはフェリーを活用す
るなどモーダルシフトへの転換を推進している。
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(株)明治
生産物流プロセス戦略本部

生産物流部
https://www.meiji.co.jp/

明治ロジテック(株)
八尾食品物流センター

https://www.meiji-logitech.com/

八女市

新門司港 大阪南港

京田辺市



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

名鉄運輸(株)
東京支社

／一般雑貨

名鉄運輸(株）
野田支店

【評　価】
名鉄運輸(株)の一般雑貨（年間4,000t）について、千葉県野田
市から北海道札幌市までの陸送（片道約1,093km）の一部（大
洗港～苫小牧港754km）を海上輸送にシフト（年間4,000t）
（海上輸送利用率100.0%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量869t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同270t /年に削減された
（CO2削減率69.0%）。

【事業者の取組概要】
名鉄運輸（株）は、特別積み合わせ貨物自動車運送事業をコ
ア事業として、全国の名鉄運輸グループのネットワークを基盤
に国内物流を展開しているが、輸送サービスの提供という事業
活動から生ずる、環境への種々の影響を低減することが、社
会的責任の一つと認識し、「環境にやさしい名鉄運輸」の実現
のために、社員一人ひとりを含めた社内全組織の連携により、
環境問題に積極的に取り組んでおり、CO2排出量削減のた
め、環境に配慮した車両の導入、エコドライブ教育、モーダル
シフトの推進を行っている。そのため、主力事業の「特積み貨
物」の輸送においてモーダルシフト推進によるCO2排出量の削
減を目的として本格的に海上輸送を利用しているが、その一環
として2021年4月より野田支店取扱分の関東地区(主に千葉
県、埼玉県、東京北部地区)発/北海道向けの特別積み合わせ
貨物について、フェリー利用を本格的に開始し、セミトレーラー
による一貫輸送を行っている。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

大洗港
野田市

札幌市

苫小牧港

名鉄運輸(株)東京支社
https://www.meitetsuunyu.co.jp/

名鉄運輸(株)野田支社
https://www.meitetsuunyu.co.jp/



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

（株）ニューライム

／一般工業用合成炭酸カルシ
ウム製品

九州ライトニング物流（有） 【評　価】
（株）ニューライムの一般工業用合成炭酸カルシウム製品（年
間4,089t）について、大分県津久見市から愛知県知立市までの
陸送（片道約858km）の一部（別府港～大阪南港418km）を海
上輸送にシフト（年間3,949t）（海上輸送利用率95.6%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量758t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同308t /年に削減された
（CO2削減率59.4%）。

【事業者の取組概要】
（株)ニューライムは、大分県津久見市の化学原料メーカー。古
手川産業グループの一社として地元･津久見の石灰を用い高
付加価値合成炭酸カルシウムの研究開発～製造販売までを
手掛けている。石灰石という天然資源の恩恵を享受する企業
グループとして、その資源価値の最大化を追求することはもち
ろん、生産プロセスにおけるエネルギーの有効活用や、環境保
護をはじめとする石灰製品の幅広い用途への提供を通じて持
続可能な社会づくりにも寄与している。
昨今の環境負荷低減に対する社会的要請に応えるべく、早期
より九州～関西間の輸送においてモーダルシフトに積極的に
取り組み、物流会社のフェリー利用を積極的に促進している。

九州ライトニング物流（有）は、大分県大分市に本社を置く運送
会社である。輸送部分においては、主に（株）商船三井さんふ
らわあを利用したフェリー航送を活用して全国へ向けて精密機
械、焼酎、石灰品など一般貨物輸送を行っている。創業当初よ
り長きにわたりフェリーを活用した海上輸送を実施しており、
CO2排出量の削減に努めている。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

（株）ニューライム
https://www.newlime.jp

九州ライトニング物流（有）
https://www.klb-oita.com/

津久見市

別府港

知立市

大阪南港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

プリマハム（株）
鹿児島工場

／ハムソーセージ原料肉

（株）エルス 【評　価】
プリマハム（株）鹿児島工場のハムソーセージ原料肉（年間
3,529t）について、大阪府大阪市から鹿児島県いちき串木野市
までの陸送（片道約865km）の一部（大阪南港～志布志港
592km）を海上輸送にシフト（年間3,510t）（海上輸送利用率
99.4%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量659t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同199t /年に削減された
（CO2削減率69.8%）。

【事業者の取組概要】
プリマハム（株）鹿児島工場は、地場の原料を活かした食肉加
工品の製造を行っており、太陽光発電設備を設置し、工場で使
用する電力の10％を補っている他、重油からLNGへの燃料転
換、自然冷媒を使用した冷凍機の採用等、 CO2の削減の取り
組みを行っている。また、ハム・ソーセージ原料肉の輸送にお
いて海上輸送を行っており、大阪～鹿児島(志布志)へフェリー
運行へシフトすることで、CO2の削減に寄与している。

(株)エルスは、自社センターに自家消費型太陽光パネルを設
置することによりCO2排出量削減に取り組んでいるほか、複数
顧客の貨物を自社センターへ集約、自社路線便に混載するこ
とで積載効率を上げるとともに陸上輸送から海上輸送に切り替
え走行距離を減らすことにより、CO2排出量の削減、乗務員の
労働時間短縮に繋げている。更に近年はフェリーを利用する区
間で無人でのシャーシ輸送にシフトすることにより、環境対策・
省人化を図っている。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

プリマハム（株）鹿児島工場
 https://www.primaham.co.jp/

（株）エルス
https://www.els-s.co.jp 

志布志港

大阪市

いちき

串木野市

大阪南港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

キリングループロジスティクス
（株）

／飲料

- 【評　価】
キリングループロジスティクス（株）の飲料（年間2,706t）につい
て、長野県松本市から北海道北広島市までの陸送（片道約
1,300km）の一部（新潟港～小樽港690km）を海上輸送にシフト
（年間2,706t）（海上輸送利用率100.0%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量755t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同264t /年に削減された
（CO2削減率65.0%）。

【事業者の取組概要】
キリングループロジスティクス(株)は、「ホワイト物流推進運動」
や「共同配送スキーム」等を通じて環境負荷低減に積極的に
取り組むとともに、「環境方針」として環境汚染防止の重要性を
深く認識し、事業を通じて地球環境保全のための活動を積極
的に推進し、長距離輸送においては、積極的にモーダルシフト
の推進を行っている。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

キリングループロジスティクス（株）

http://www.kirin-logistics.co.jp/

新潟港

松本市

北広島市

小樽港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

久留米運送（株）

／雑貨・加工品・食品

（株）TAMAYA 【評　価】
久留米運送（株）は多数の荷主商品を混載し輸送しており雑
貨、加工品、食品（年間115,440t）について、大分県大分市から
神奈川県伊勢原市までの陸送（片道約1,300km）の一部（新門
司港～横須賀港980km）を海上輸送にシフト（年間38,480t）（海
上輸送利用率30.5%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量32,416t /年
に対し、一部を海上輸送する場合は同24,977t /年に削減され
た（CO2削減率22.9%）。

【事業者の取組概要】
久留米運送（株）は、「特別積合せ貨物運送事業」を中心とした
総合物流企業として九州～本州間の輸送をメインに不特定多
数の荷主商品を混載し輸送しているが、SDGsの取り組みとし
て「排気ガス・CO2排出量削減」を掲げフェリー利用を推進する
とともに「輸送に伴う廃棄物の削減と再資源化」としてパレット
やフィルムの再資源化を協力会社と一丸となり進めている。今
回、同社大分集約拠点から南関東集約拠点まで幹線定期便に
ついて協力会社を通じて全線陸送対応からフェリー利用への
切り替えを実施した。

(株)TAMAYAは、企業理念にも掲げられている「社会的責任」
への取り組みとして環境への配慮を進めており、「無駄なアイド
リングストップ」を推奨、ドライバー仮眠時のアイドリングストップ
の為、車両に冷暖房機を設置、また、フェリーの乗船時間に間
に合う時間の集荷を各荷主に嘆願し、環境負荷低減を目指し
ている。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

久留米運送（株）  
https://www.kurumeunsou.co.jp/

（株）TAMAYA
http://www.tamaya-yu.com

伊勢原市

大分市

横須賀港

新門司港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

（株）ブリヂストン

／タイヤ

ブリヂストン物流（株） 【評　価】
（株）ブリヂストンのタイヤ（年間1,720t）について、栃木県那須
塩原市から福岡県福岡市までの陸送（片道約1,215km）の一部
（横須賀港～新門司港980km）を海上輸送にシフト（年間
1,720t）（海上輸送利用率100.0%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量451t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同191t /年に削減された
（CO2削減率57.8%）。

【事業者の取組概要】
（株）ブリヂストンは、世界最大規模のタイヤメーカーとして、物
流面においては年平均1％のCO2削減に向け、グループ会社
のブリヂストン物流（株）をはじめとした物流事業者と協力して、
トラック輸送では、ハイブリッド車など低燃費と低排出ガスの実
現につながる車両の導入やエコドライブの推進、車両の大型
化といった輸送効率の改善を図るとともに、空コンテナの返送
を削減するコンテナラウンドユースや「総合配車システム」によ
る往復輸送の拡大など、物流ルートの改善による輸送距離の
短縮を進めるとともに、鉄道、船舶輸送へのモーダルシフトの
推進などにより、工場から物流拠点への輸送に伴うCO2排出
量削減に努めています。

ブリヂストン物流(株)は、ブリヂストングループの唯一の物流専
門会社として、タイヤ物流を柱に、これまで培ってきた物流現
場ノウハウ、物流技術、ネットワーク力を活かし、これからの環
境変化に対応できる物流体制の構築を進め、顧客視点を基本
姿勢に、今後を見据えた物流与件の見える化とあるべき物流
像へ向けた活動を推進し､モーダルシフトにおいても輸送力確
保やCO2排出量削減を目的として、積極的に推進している。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

（株）ブリヂストン
https://www.bridgestone.co.jp/

ブリヂストン物流（株） 
https://www.bsb.co.jp/

那須塩原市

福岡市

横須賀港

新門司港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

手島梱包輸送（株）

／印刷物

（有）長崎水産運輸 【評　価】
手島梱包輸送（株）の印刷物（年間9,600t）について、東京都大
田区から長崎県長崎市までの陸送（片道約1,227km）の一部
（横須賀港～新門司港980km）を海上輸送にシフト（年間
3,360t）（海上輸送利用率35.5 %）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量2,544t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同1,994t /年に削減された
（CO2削減率21.6 %）。

【事業者の取組概要】
手島梱包輸送（株）は設立以来、複数の出版メーカーから依頼
された印刷物を東京から長崎まで輸送している。今後もモーダ
ルシフトの比率を高める為に海上輸送を推進しており、各出版
メーカーと集荷時間及び到着時間を調整。到着時間に関して
は、1日遅らせる体制を整え、海上輸送への切り替えに繋げ
た。

（有）長崎水産運輸は長崎魚市より、その日に水揚げされた水
産物を豊洲市場まで輸送している。環境保護対策として、アイ
ドリングストップ運転の実施、全車両低公害車を完備、CO2削
減に努めており、同社の企業理念「環境への配慮を忘れず、地
域と共存共栄を目指します」を基に、復荷の印刷物をフェリー
利用にシフト、到着日の調整等を行いながら、海上輸送への転
換を実現させた。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

手島梱包輸送（株）
（有）長崎水産運輸

http://suisan-unyu.co.jp

大田区

長崎市

横須賀港

新門司港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

日産自動車（株）

／自動車部品

鈴与（株）
運輸事業推進室

【評　価】
日産自動車（株）の自動車部品（年間1,857t）について、愛知県
清須市から福岡県京都郡までの陸送（片道約720km）の一部
（神戸港～新門司港454km）を海上輸送にシフト（年間1,857t）
（海上輸送利用率100.0%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量289t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同127t /年に削減された
（CO2削減率55.9 %）。

【事業者の取組概要】
日産自動車（株）は、全世界に展開するグローバルな自動車
メーカーであり、環境理念である「人とクルマと自然の共生」を
実現するため、 中期環境行動計画「ニッサン・グリーンプログラ
ム（NGP）」を推進している。自動車産業は、CO2排出量の削減
と、化石燃料への依存からの脱却に取り組むことが求められて
おり、そのビジネス構造は大きく変化しつつあるが、日産自動
車はグローバルな自動車メーカーとして、クルマの原材料の調
達から輸送、走行時など、サプライヤーを含むバリューチェー
ン全体でのCO2排出量を視野に入れ、新たな技術開発を進
め、再生可能なエネルギーを利用するなど、企業活動との両立
を意識してCO2削減に取り組んでいる。調達物流においては、
自社手配のトラックがサプライヤーを回り、必要な部品を引き
取る「引取輸送方式」を導入し、グローバルに効率化を推進す
るとともに、随時物流手段の見直しを進めている中、清須にあ
る新規サプライヤーからの引取輸送において海上輸送を選択
することで、モーダルシフトを推進した。

鈴与（株）は、静岡を本拠地とする総合物流企業であり、「共生
（ともいき）」の精神のもと、物流を中心としたサービスを展開し
ながら国内外にネットワークを広げ、新たな事業にも積極的に
取り組んでいる。その中でも運送部門を担当するグループ会社
を通じてモーダルシフトやドライバーの労務コンプライアンス、
輸送コストの削減といった物流課題の解決を目指し、国内長距
離輸送はフェリー・ＲＯＲＯ船を利用する海陸一貫輸送サービ
スの顧客提案を重視し、顧客へのトレーラー輸送化の提案に
注力している。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

日産自動車（株）
https://www.nissan.co.jp/

鈴与（株）
運輸事業推進室

https://www.suzuyo.co.jp/

京都郡

新門司港 神戸港

清須市



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

日鉄電磁（株）

／トランスコア

鈴与カーゴネット（株）
九州支店

【評　価】
日鉄電磁（株）のトランスコア（年間500t）について、福岡県北九
州市から大阪府豊中市や岐阜県各務原市までの陸送（片道約
540～約710km）の一部（新門司港～神戸港454km）を海上輸
送にシフト（年間300t）（海上輸送利用率58.8 %）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量58t /年に対
し、一部を海上輸送する場合は同33t/年に削減された（CO2削
減率43.3 %）。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

【事業者の取組概要】
日鉄電磁（株）は、電磁鋼板の総合加工センターであり、日本
製鉄グループの一員として、電磁鋼板の加工を通じて電気エ
ネルギーの効率的な変換に役立つ商品・技術を提供し社会に
貢献している。

現在、地球環境・エネルギーを取り巻く環境が大きく変化し、脱
化石燃料・エネルギーの高効率活用がますます加速しようとし
ているが、このような変化に機敏にそして的確に対応するため
に、安全第一とコンプライアンスを基本とし、より良い品質・技
術・サービスをタイムリーにお客様にお届けできるよう努力して
いる。

北九州発～関西、中京、関東向け輸送の一部を海上輸送に変
更することで、ＣＯ2削減を達成するとともに乗務員の拘束時間
を削減しており、今後もさらなる海上輸送利用を促進し、環境
問題や2024年問題に対応した輸送体制を構築する。

鈴与カーゴネット（株）は時代の変化やお客さまのニーズに合
わせて、高品質な輸送サービスをご提案し、将来にも持続可能
なSDGsの取り組みとして、輸送効率化に効果的な高積載車両
の開発や、環境にも配慮した輸送方法の構築など、さまざまな
挑戦をしており、海上輸送によるモーダルシフトの取り組みを
強化し、長距離走行の緩和、CO2排出量の削減により、ドライ
バーにも環境にも優しい輸送を提供している。

集荷から配送まで、一貫した自社オペレーションによりお客様
の要望に柔軟に対応、全国各地の航路を使用して最適な輸送
ルートの提案・構築を可能としている。当該海上輸送を行うに
あたり、輸送ロットがトレーラーに纏まらないという課題につい
て、中ロット混載サービスを利用することによりモーダルシフト
を実現した。

日鉄電磁（株）
https://nses.co.jp

鈴与カーゴネット(株）
https://www.suzuyo-scn.co.jp

北九州市

新門司港
神戸港

各務原市

豊中市



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

ASブレーキシステムズ（株）
伊丹工場
生産管理部
物流グループ

／自動車部品・空容器

碧南運送（株）
九州出張所

鈴与カーゴネット（株）
九州支店
北九州営業所

【評　価】
ASブレーキシステムズ（株）の自動車部品、空容器（年間
8,400t）について、兵庫県伊丹市から福岡県宮若市、みやこ町
までの陸送（片道約1,147km）の一部（神戸港～新門司港
454km）を海上輸送にシフト（年間8,400t）（海上輸送利用率100
.0%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量2,081t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同615t /年に削減された
（CO2削減率70.5 %）。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

【事業者の取組概要】
ASブレーキシステムズは、世界屈指のブレーキシステムサプラ
イヤであり「世界一お客様に喜ばれるブレーキ屋集団」をめざ
すアドヴィックスグループの、日本での中核的生産拠点のひと
つとして、特長ある世界的戦略製品をお届けし続けている。

当社グループでは地球環境への負荷「ゼロ」をめざしたCO2排
出量の削減、循環型社会への移行への取り組みとして、クリー
ンエネルギー工場の拡充、生産工程からの排水の完全リサイ
クル化実現、太陽光発電など環境型社会に向けた複合的な取
り組みを強化している。
また、伊丹～九州間輸送（往路：自動車部品、復路：空容器）に
於いて現代の様々な物流問題を碧南運送と協業し議論を重
ね、環境負荷低減や人手不足に対応するため、輸送手段を陸
上輸送からフェリーを利用した海陸一貫輸送に変更し、 カーボ
ンニュートラル実現に向けた活動やASブレーキシステムズ独
自の入出庫トレサビシステムにも取り組んでいる。

アイシングループの一員である碧南運送（株）は、多様な物流
サービスを通してお客様各位の生産活動を支えるため、地域と
の共存と、社会への貢献が不可欠と考え、地域活動に積極的
に参加させていただくとともに、車両への安全装置類の搭載推
進、ドライバーへの広く徹底した安全教育、環境に配慮したト
ラック・フォークリフト・通勤バス等でCO2削減などに力を注いで
おり、カーボンニュートラル社会の実現を目指し、メーカーへの
リードタイムの調整を行い陸上輸送に比べCO2排出量が少な
いフェリー輸送などを積極的に提案して、環境保護への取組み
や地域活動への参加を通じて、良き企業市民としてお客様や
地域の皆様の期待に応えられるよう、取り組みを行っている。

鈴与カーゴネット(株)は、物流事業を通じて環境負荷低減、生
産性向上、多様な人材確保など自分たちにできることを見つめ
なおし、持続可能な社会の実現に向けての取り組みの一貫と
して、海上輸送によるモーダルシフトを積極的に推進している。
環境負荷の低減、労働力不足への対応、輸送力の安定供給
などの荷主の物流課題解決に向け、最適な車両を提供してお
り、当輸送に於いても低床トレーラーを使用してモーダルシフト
を実施しただけではなく輸送効率向上も実現させた。

ASブレーキシステムズ（株）
伊丹工場 生産管理部 物流グループ

https://www.asbrake.co.jp/

碧南運送（株）九州出張所 
https://www.hekiun.co.jp/

鈴与カーゴネット(株）
九州支店北九州営業所

https://www.suzuyo-scn.co.jp

神戸港

新門司港

宮若市

伊丹市

みやこ町



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

住友ゴム工業（株）
名古屋工場

／タイヤ

（株）新生運輸
本社営業所

【評　価】
住友ゴム工業（株）のタイヤ（年間1,200t）について、愛知県豊
田市から福岡県糟屋郡までの陸送（片道約805km）の一部（大
阪南港～新門司港458km）を海上輸送にシフト（年間1,200t）
（海上輸送利用率100.0%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量209t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同97t /年に削減された
（CO2削減率53.4 %）。

【事業者の取組概要】
住友ゴム工業（株）はスポーツ事業、産業品事業を展開してい
る。タイヤ事業においては「自動車タイヤ国産第一号」や日本
初の「ラジアルタイヤ」、世界初の「100%石油外天然資源タイ
ヤ」などを世に送り出すとともに、これらの開発で培ったバイオ
マスを中心とした石油に依存しないタイヤづくりを進化させ、リ
サイクル原材料費率も高めていきながら、全事業で2050年に
はサステナブル原材料比率を100％とし、カーボンニュートラル
実現を目指しており、原材料や製品の輸送においても環境負
荷低減にモーダルシフトに積極的に取り組んでいる。

（株）新生運輸本社営業所は、大型車を中心に豊富な種類の
車両で全国一円を顧客ニーズに応じ、教育された従業員と整
備された車両で安全と信頼を得ており、大阪南港～新門司港
の海上輸送により乗務員の労働負荷低減並びにCO2排出量
の削減に積極的に取り組んでいる。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

糟屋郡

新門司港 大阪南港
豊田市

住友ゴム工業（株）名古屋工場
https://www.srigroup.co.jp

（株）新生運輸
本社営業所

https://www.shinsei-miyazaki.co.jp



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

三菱自動車工業（株）

／自動車関連部品

（株）バンテック 【評　価】
三菱自動車工業（株）の自動車関連部品（年間2,748t）につい
て、福岡県北九州市から愛知県豊田市までの陸送（片道約
736km）の一部（新門司港～大阪南港458km）を海上輸送にシ
フト（年間2,748t）（海上輸送利用率100.0%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量437t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同185t /年に削減された
（CO2削減率57.7%）。

【事業者の取組概要】
三菱自動車工業（株）は、2050年カーボンニュートラルの実現
に向け、サプライチェーン全体でのCO2削減に積極的に取り組
んでいる。2030年度目標として、新車平均CO2排出量：▲40%
（2010年度比）、電動車販売比率：50%（100%（2035年度））、事
業活動CO2排出量：▲50% （Scope1,2総量　2018年度比）を揚
げており、幹線輸送においてもモーダルシフトの取り組みを推
進している。また、モーダルシフトのみならず梱包改善活動や
各種積載率向上活動といった自社努力、各物流協力会社との
連携による輸送機材の大型化、アライアンスパートナーとの共
同輸送など積極的かつ包括的な活動を実施している。

バンテックグループは、ロジスティードグループの一員として
「人と環境に優しいロジスティクス」をスローガンに地球環境の
保全と会社への貢献をめざして活動しており、CO2排出量削減
目標として2030年までに2013年度比で50％、2050年までに
カーボンニュートラル（ネットゼロ）を掲げている。また、CO2排
出削減は元より、今後のドライバー不足や2024年4月以降のト
ラックドライバーの時間外労働時間の上限規制等における問
題を乗り越えるための対応策と合わせて取り組んでいる。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

北九州市

新門司港 大阪南港

豊田市

三菱自動車工業（株）
https://www.mitsubishi-

motors.com/jp/company/information
/index.html

（株）バンテック
https://www.vantec-

gl.com/japanese/



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

花王（株）
和歌山工場

／家庭用洗剤

日本通運(株)
和歌山支店

【評　価】
花王（株）和歌山工場の家庭用洗剤（年間79,152t）について、
和歌山県和歌山市から関東各地までの陸送（片道約660km）
の一部（和歌山下津港～千葉港622km）を海上輸送にシフト
（年間17,684t）（海上輸送利用率23.1%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量11,286t /年
に対し、一部を海上輸送する場合は同9,492t /年に削減された
（CO2削減率15.9%）。

【事業者の取組概要】
花王は、持続可能な社会の実現に向けた取り組みの一環とし
て、脱炭素社会の実現をめざしており、2040年までにカーボン
ゼロ、2050年までにカーボンネガティブとする目標を設定してい
る。

持続可能なサプライチェーンをめざす本取組みでは、物流事業
者の日本通運と協働して事業活動におけるCO2排出量削減に
取り組んでいる。

和歌山工場から関東拠点への幹線輸送でのCO2排出量削減
において、和歌山県のRORO船誘致の動きと連携し、定期航路
就航を実現。2022年10月からの1年で年間17,684トンの製品を
海上輸送し、前年同期間比 1,795t-CO2/年(15.9%)の削減に繋
がった。

日本通運は、お客様企業と物流事業者の連携・協業を進め、ト
ラック中心の輸送形態から、鉄道・船舶を利用した輸送形態へ
切り替える「モーダルシフト」に数多く取り組んでいる。

トラック､鉄道､船舶、航空といった各輸送モードを有機的に結
び付けるモーダルシフトは、環境負荷の低減や輸送の効率化
に加え、BCP（事業継続計画）対策としても推進している。

CO2排出削減型物流サービスのうち　内航海上輸送は、低コス
トで大量の貨物を長距離輸送できる環境負荷の低い輸送モー
ドであり、燃料消費に伴うCO2排出量の削減に取り組んでい
る。
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番
号
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概　　　　　　　　　要
物流事業者

花王（株）
和歌山工場 

https://www.kao.com/jp/ 日本通運(株)和歌山支店
https://www.nittsu.co.jp

関東各地

和歌山市

和歌山下津港

千葉港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

（株）タカギ

／浄水器カートリッジ

鈴与カーゴネット（株） 【評　価】
（株）タカギの浄水器カートリッジ（年間300t）について、福岡県
北九州市から埼玉県所沢市までの陸送（片道約1,050km）の一
部（苅田港～東京港1,015km）を海上輸送にシフト（年間180t）
（海上輸送利用率60.7%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量68t /年に対
し、一部を海上輸送する場合は同38t /年に削減された（CO2
削減率44.7%）。

【事業者の取組概要】
園芸散水用品や、家庭用浄水器などの水まわり製品の製造・
販売を行っている（株）タカギは、北九州発～埼玉向け輸送で
従来は大型車による陸上輸送を行っていた。その輸送の一部
を苅田港～東京港航路のRORO船を利用した海上輸送に変更
したことで、ＣＯ2削減を達成し、乗務員の拘束時間削減を実施
した。今後もさらなる海上輸送利用を促進し、環境問題や2024
年問題に対応した輸送体制を構築していく。

鈴与カーゴネット（株）は、集荷から海上輸送手配、現地配送ま
で、一貫した自社オペレーションで対応している。シャーシ（約
1,300本）を保有しており、お客様の要望に応じて柔軟に対応し
ている。各船会社との連携により、全国あらゆる航路に対応し
ているので、最適な輸送ルートのご提案・構築が可能。(株）タ
カギが海上輸送を行うにあたり、輸送ロットがトレーラーにまと
まらないという課題があったが、当社の中ロット混載サービスを
利用いただき、モーダルシフトを実施する事ができた。
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物流事業者

（株）タカギ
https://www.takagi.co.jp/

鈴与カーゴネット(株）
https://www.suzuyo-scn.co.jp

所沢市

苅田港

北九州市

東京港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

（株）ニッスイ

／冷凍食品

キャリーネット（株）
東京営業所

【評　価】
（株）ニッスイの冷凍食品（年間4,928t）について、神奈川県川
崎市から福岡県福岡市までの陸送（片道約1,081km）の一部
（東京港～苅田港1,011km）を海上輸送にシフト（年間4,928t）
（海上輸送利用率100%）。
 
これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量1,151t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同299t /年に削減された
（CO2削減率74.0%）。

【事業者の取組概要】
食品の製造・販売、漁業・養殖・水産加工及びFC事業を展開す
る（株）ニッスイは、グループの物流子会社と連携し、冷蔵倉庫
へ太陽光発電の導入や脱フロンの取組みとして自然冷媒へ切
替を実施。

また、冷食メーカーとの共同配送を推進し、輸送効率の向上と
CO2排出削減に取り組む。トレーラー運行の拡大に伴い、関東
～九州間の輸送を陸送から海上輸送へ全面的にシフトした。
令和4年度は海上輸送の利用率が前年比 214%で大幅に増
加。

キャリーネット（株）は、（株）ニッスイの系列陸送会社として冷
凍食品やチルド品の輸送を主体とする運送業者で、これまで
関東から九州向けの輸送は主に有人トラックで陸送していた。
2021年からドライバーの拘束時間解消を目的に海上輸送を導
入するため、商船三井さんふらわあの航路を利用開始。

全国各地に中継拠点を設置し貨物集約による共同配送を取入
れ適正な使用台数を調整、ハイブリッド大型車両の購入など温
暖化対策への取組を（株）ニッスイと進める。

2021年6月からはCO2削減への取組として大型トラックの陸送
から、13mトレーラーの海上輸送にモーダルシフトした。2022年
度にはシャーシ6台を追加、2023年度に4台追加、2024年度に4
台追加と購入を推進。今後も2024年問題対策と環境保護へ取
り組む。
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物流事業者

（株）ニッスイ
https://www.nissui.co.jp

キャリーネット（株）
東京営業所

https://www.carry-
net.co.jp

川崎市

苅田港

福岡市

東京港



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

ダイオーロジスティクス（株）
西日本支店

／巻取紙

鈴与カーゴネット（株）
フェリー輸送事業本部

【評　価】
ダイオーロジスティクス（株）西日本支店の巻取紙（年間3,800t）
について、岡山県津山市から神奈川県川崎市並びに福島県い
わき市までの陸送（片道約640～850km）の一部（宇野港～東
京港750km）を海上輸送にシフト（年間1,102t）（海上輸送利用
率35.4%）。

これにより、全部が陸上輸送の場合のCO2排出量525t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同435t /年に削減された
（CO2削減率17.3%）。

【事業者の取組概要】
ダイオーロジスティクス（株）は、大王製紙をはじめとする大王
グループの物流部門として、グループ内で生産された紙製品
の輸送を主に担い、全国に配置された拠点と連携し相乗効果
を創出し、リードタイム短縮とローコストオペレーションを目指し
ている。大王グループでは、2050年までにカーボンニュートラル
の実現をめざし、2030年度のCO2排出量を13年度比で46％削
減することを目標として設定している。従来は大型車による陸
上輸送を行っていた津山～関東、東北向けの輸送を宇野港～
東京航路のRORO船を使用した海上輸送にモーダルシフトする
ことによって、CO2排出量の削減と乗務員の拘束時間削減を
実施した。

鈴与カーゴネット（株）は、輸送ルートの見直し・効率化など、物
流の全体最適提案を通じて、脱炭素社会・持続可能な社会の
実現に向けた取り組みをご提案している。集荷から配送まで、
一貫した自社オペレーションによりお客様の要望に柔軟に対
応、全国各地の航路を使用して最適な輸送ルートの構築、ご
提案し、お客様の課題解決に向けて取り組んでいる。
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

ダイオーロジスティクス（株）
西日本支店

https://www.daio-logistics.co.jp/

鈴与カーゴネット(株）
フェリー輸送事業本部

https://www.suzuyo-scn.co.jp

川崎市

東京港

津山市

宇野港

いわき市



令和５年度　　エコシップ・モーダルシフト事業優良事業者
海事局長表彰受賞者一覧

　

荷　　　　　主

主要輸送品目

（株）久原本家食品

／調味料

鈴与(株)
運輸事業営業部
札幌事業所

【評　価】
（株）久原本家食品の調味料（年間782t）について、北海道から
福岡までの輸送手段選定にあたり、海上輸送を選択（海上輸
送利用率100%）。

これにより、陸上輸送した場合に比べ、CO2排出量355t /年に
対し、一部を海上輸送する場合は同61t /年に削減された
（CO2削減率82.8%）。

【事業者の取組概要】
（株）久原本家食品は、1893年（明治26年）創業の醤油蔵を起
源にもつ総合食品メーカー・久原本家グループの食品製造を
担う事業会社。製造拠点を福岡県糟屋郡久山町に構え、九州
発の長距離輸送に海上輸送を活用している。　2022年6月に北
海道恵庭市に工場を竣工し、北海道発の長距離輸送において
も生産開始以来、海上輸送を主軸に輸送を行っている。

福岡・北海道の2つの製造拠点から全国に向けた長距離輸送
は、今後も引き続き海上輸送を活用し、CO2排出量削減による
環境負荷軽減及び2024年問題に対応した輸送体制を構築す
ることで輸送力を確保していく。

鈴与（株）は、集荷から海上輸送手配、現地配送まで一貫した
自社オペレーションで対応している。約1,300本のシャーシを保
有しており、お客様の要望に応じて柔軟に対応。各船会社との
連携により、全国あらゆる航路に対応しているのため、最適な
輸送ルートのご提案・構築が可能である。

aaaaa
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番
号

受賞者（優良事業）

概　　　　　　　　　要
物流事業者

（株）久原本家食品
https://kubarahonke.com/

鈴与（株）
運輸事業営業部

札幌事業所
https://www.suzuyo.co.jp/

恵庭市

千歳市

苫小牧港

博多港

粕屋町

福岡市


